
 

令和６年度 館林市障がい者総合支援センター事業計画 

 

Ⅰ 基本方針  
当センターでは、館林市の指定管理施設、地域に根ざした施設としての役割を認識し、障がい関係

法令、館林市条例、障がい関係計画等に則り、障がいを持つ子どもから大人まで、その有する能力及

び適性に応じ、自立した日常生活又は社会生活ができるよう、利用者一人ひとりの心身の状況、その

置かれている環境などに応じた適切なサービスの提供を目指して、次の方針により事業を運営する。 

「地域」 

１ 地域とのきずなを大切にし、開かれた施設を目指します。 

「支援」 

２ 一人ひとりの思いやニーズに寄り添い、より良いサービスを提供します。 

「職員」 

３ 専門分野の知識や技術を学び、スキルアップを目指します。 

４ 笑顔を絶やさず、活気あふれる施設にしようぜ。 

 

Ⅱ 事業内容 
館林市からセンターの管理運営を委任された指定管理者として、社会福祉法第２条第３項で定義す

る第二種社会福祉事業について、児童福祉法に規定する障害児通所支援事業及び障害児相談支援事業

並びに障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規定する一般相談支援事業、

特定相談支援事業及び地域活動支援センター事業を実施するほか、社会福祉法第２６条に定める公益

事業として在宅重度心身障害者等デイサービス事業を行う。 

また、希望する利用者に対し、給食サービスとして昼食の提供を行う。 

 

１ 在宅重度心身障がい者等デイサービス事業 

法に基づく障がい福祉サービス事業所等への通所が困難な者に対し、日常生活訓練、機能訓練、

養護等を行うことにより、重度心身障がい者等の地域生活を援助するとともに、その介護を行うご

家族の負担軽減を図る。 

 

２ 地域活動支援センター 

地域社会における障がい者の生活が充実できるよう、創作的活動又は生産活動の機会の提供、

社会との交流の促進を図る。 

 

３ 児童発達支援事業 

未就学の障がい児に対し、日常生活における基本的な動作の指導、社会性・人間関係の形成、集

団生活への適応訓練などを行う。児童の発達等の状況、ご家族の意向を把握し、児童一人ひとりの

ニーズに応じた目標を設定することにより、より良い支援が行える個別支援計画書を作成する。そ

の計画に基づき、実行・評価・改善を行い次の支援に活かしていく。 

 

４ 放課後等デイサービス事業 

就学している障がい児に対し、授業の終了後又は休業日に、生活能力の向上のために必要な訓

練、社会との交流促進などを行う。心身ともに変化の大きい年代の子どもであるため、個々の発達

過程や特性、適応行動の状況を理解した上で個別支援計画書を作成する。計画に沿って適切な支援

を実施し、学校卒業後に安心して社会生活を送れるよう自立支援と日常生活の充実の為の活動を行

う。 

 



 

５ 障がい者（児）に関する相談支援事業 

障がい者(児)やご家族からの障がい福祉に関する相談に応じ、情報提供や助言、関係機関との連

絡調整を行うとともに、障がい福祉サービスや障害児通所支援等を適切に利用するための計画を作

成する。 

 

６ 給食サービス 

食材の安全確保、厨房内外の衛生管理を徹底し、希望する利用者へ食事の提供を行う。 

 

Ⅲ 本年度の重点的取組と数値目標 
１ 在宅重度心身障がい者等デイサービス事業 

（１）利用の主眼となる入浴支援を安全・快適に提供することで、利用者の清潔保持と保護者の負

担軽減を図る。また、全身状態の把握に努めることで、疾病等の早期発見を行う。 

（２）連絡帳や保護者会等を通じ、家族の思いに寄り添い、悩みや心配事に対し、助言・提案をし

ていく。また、保護者同士が共有できる場の提供をするとともに、助言・提案をしていく。さ

らに、利用者の将来や親亡き後の支援について相談事業と連携を図りながら情報提供していく。 

（３）作業療法を導入したリハビリテーションの実施やレク活動（工作やゲーム）などを通し、楽

しみながら手指足の機能の維持・向上に努め、日常生活動作の向上により、ご家族の負担軽減

へ繋げる。 

（４）高次脳機能障がいや発達障がい、難病など幅広い知識を習得し、サービスを提供する。 

（５）地域の社会資源であるサービスを活用して頂き、在宅生活では味わえない自立や社会性を育

む場所を提供する。 

 

２ 地域活動支援センター 

（１）創作的活動では、絵画・陶芸など外部講師による講座を定期的に取り入れる。 

（２）利用者の状態変化や保護者の意向等を反映した個別支援計画の作成に努め、利用者個々のニ

ーズに応じた支援を行う。作業を通し就労意欲を高め就労系サービスへの移行支援や、親亡き

後を見据えた入所系サービスへの移行支援に対応する。 

（３）豆まきなどの季節的行事、レクリエーション、地活カフェ等を通し集団活動の中で様々な体

験を積み、社会能力・生活能力の向上を図る。 

 

３ 児童発達支援事業 

（１）定期的なアセスメントを行い、個々の発達状況や保護者の意向を反映した個別支援計画を作

成し、個々のニーズに応じた支援を行う。 

（２）集団活動では児童同士の関わりを持ちながら社会性や基本的なルール等を身に付ける支援を

行うほか、リズムやサーキット等の粗大運動で体幹機能の向上を図っていく。 

（３）個別活動では障がい特性を理解し、それぞれに合った支援方法で生活動作の習得や発語表出

の促進、感覚障がいに対する支援を行う。 

（４）音楽療法、リズム療法等を取り入れるなど、多様な支援により発育を促す。 

（５）ご家族が児童の発達を心配する気持ちを理解し安心して子育てができるよう働きかけるとと

もに、ご家族の負担を軽減できるようご家族に寄り添った支援をしていく。 

（６）幼稚園・保育園等との併用児童に対して連携会議等を行い、情報共有して統一した支援をす

る。 

（７）医療的ケア児の受け入れ体制を整え、様々なケアが必要な利用者を受け入れていく。 

 

４ 放課後等デイサービス事業 

（１）集団活動では、児童が楽しみながら参加できる活動（運動・調理等）を考え、出来る限りの

感染対策を講じて、商業施設や図書館を利用し、様々な活動（買い物体験、社会ルールの習得

等）で社会生活に必要なことを学べるように支援する。 

（２）学校や併用している事業所との連携を密にし、利用する児童の状態や支援の方法、留意点等



 

の情報共有を図り、一貫した支援内容を確保する。 

（３）活動プログラムについて PDCA（計画・実行・評価・改善）サイクルを繰り返し、支援と職

員の質の向上を図る。 

（４）学校卒業後、社会生活を送るうえで必要な能力を身に付けられる支援をする。 

（５）保護者が抱える不安や悩みを傾聴し、寄り添い、共感することで保護者が安定し、主体的に

生活できるよう働きかけ、親子関係の構築を支援する。 

 

５ 障がいに関する相談支援事業 

（１）基幹相談支援センター設置に向けた協議については、積極的に参画する。ＯＪＴ等を通して、

相談支援従事者の人材育成や相談支援事業所の強化に努める。 

（２）困難ケースについては、特定の事業所や相談員だけで抱えず、地域課題として関係機関と連

携を図り解決に努める。 

（３）関係機関と情報共有を行い、親亡き後の不安と思われるリスク世帯を把握することで、地域

生活支援拠点のスムーズな運用に繋げる。また、世帯状況に応じて、法人地域貢献事業「親な

きあと相談室」にて対応する。 

 

６ 給食サービス 

（１）いろいろな季節の食材を使い、四季を感じられる献立づくりに努める。 

（２）各事業との連絡を密にして、一人ひとりの年齢、状態にあった食事サービスを心掛ける。 

（３）食物アレルギーの対応として、個別に十分な聞き取り調査を行い除去食のみ提供する。 

（４）地域の方に、防災訓練と一緒に防災食の試食会や紹介を行う。 

（５）宗教による食事制限に対応した食事を提供する。 

（６）保護者の意見を取り入れた食育活動として、食事参観の機会を設ける。 

 

７ 中長期的運営 

法人中長期計画を一人ひとりの職員に理解・浸透させるため、周知を徹底するとともに、中長期

計画の各取組について積極的に推進する。 

 

８ 地域貢献活動の推進 

（１）地域貢献活動の方針 

障がい者施設、館林市の指定管理施設として、地域に根付き、地域の方々と手をつない

で、地域福祉の向上に貢献できるような活動に積極的に取組む。 

（２）重点的取組 

ア 地域の方々、保護者、利用者に参加いただく防災訓練や防災食の試食を実施し、防災知識と

防災意識の向上を図っていく。 

イ 福祉避難所として、地域の「要配慮者」の円滑な受入れができるよう、館林市と協議を進め

る。 

ウ 館林市教育委員会が推進する「ながら見守りボランティア」に協力する取り組みとして、当

センター利用者の送迎に合わせて、下校途中の地域の子供たちの見守り活動（防犯パトロール）

を実施し、地域の安全安心なまちづくりに貢献する。 

エ 熱中症予防におけるセーフティネットとなるよう、熱中症発症者の休憩や救急車の要請を行

う事業所として登録し、熱中症発症へ迅速な対応を行う。 

オ 当センターが所在する多々良地域内の自治会のニーズを踏まえ、地域の清掃活動や環境保全

活動、健康促進活動等への積極的な参加を通じ、高齢化が進む当地域のまちづくりに貢献する。 

カ 館林高等特別支援学校からの就業体験や清掃校外実習などを積極的に受入れて、生徒の卒業

後の社会的自立に協力するほか、福祉専門職を目指す学生の実習を受け入れて、地域における

福祉人材の育成にも貢献する。 

キ 知的障がい、自閉症、発達障がいや認知症の方々に有効とされているスヌーズレン（多感覚

刺激）を応用し、県立多々良沼公園事務所と連携して、多々良沼公園を飾るイルミネーシンや



 

ワークショップイベント等を開催する。 

ク 県立ふれあいスポーツプラザと協力し、多々良沼公園の自然環境を活用した障がい者スポー

ツ、子どもから高齢者まで地域の方々が参加できる健康をテーマにしたイベントを実施する。 

ケ 「なんでも福祉相談員」による相談を実施し、地域住民の悩み（生活困窮、高齢、障がい、

児童、制度の狭間問題など）を受け止め、把握した内容を整理し、支援対応に取組む。 

コ センターで栽培した花苗を使い、地元自治会との共同で実施する緑化活動や地域住民を対象

とした寄せ植え教室等を開催し、ＳＤＧs や地域住民の交流の場の提供、地域に開かれた施設

運営を目指す。 

 

９ 新型コロナウィルス対策 

群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン」等に則り、基本的な感染症対策を徹底すると

ともに、利用者及び職員の体調管理にも留意しながら安全安心な障がい福祉サービスの提供に努め

る。 

 

１０ 数値目標 

実  施  事  業 定 員 目標値(稼働率） 

在宅重度心身障がい者等デイサービス事業 １０名 ２６．０％ 

地域活動支援センター ２０名 ６５．０％ 

児童発達支援事業 １０名 ７８．０％ 

放課後等デイサービス事業 １０名 ６５．０％ 

 


